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では胚中心特異的なマクロファージである tingible body macrophage (TB M)が死細胞

































引き起こすためであることを FRET 解析により明らかにした。また、BWF1 マウスの胚







 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 9 月 30 日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
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